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◎ 共同先進健康科学専攻は“早稲田大学との共同大学院”であり、後期 3 年

のみの博士課程です。

１．共同大学院とは
高等教育機関間の連携協力による教育・研究・社会貢献機能の充実・強化を一層促進すること等

を目的に、国公私立大学を通じ、複数の大学が相互に教育研究資源を有効に活用しつつ、共同で教

育課程を編成する仕組みを利用した大学院です。

２．共同大学院の主な特徴
（1）東京農工大学と早稲田大学の連名による学位が授与されます。

（2）東京農工大学と早稲田大学の両大学に在籍することになりますが、主として研究指導を担当

する専任教員（主指導教員）が在籍する大学に本籍を置くことになります。（詳細は、２頁３．（2）

を参照）

（3）両大学に在籍することになりますので、両大学の施設等を利用することが可能です。

（一部、各大学の事情により利用できない施設等がある場合があります。）

（4）東京農工大学に本籍を置いた場合、早稲田大学教員（副指導教員）からも研究指導が受けら

れる体制となります。

（5）東京農工大学と早稲田大学の両大学で開講する、共同大学院の講義を受講することができ

ます。
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共同大学院としての分野融合性を重視し、これまでに在籍した学部・分野や

履歴にとらわれず意欲を持った学生を幅広く国内外から受け入れます。

〜共同先進健康科学専攻では次のような学生を積極的に受け入れます〜

・ 博士前期課程または修士課程を修了した者ならびに６年制大学を卒業した者で
より高度な教育研究を希望する者

・ 既に外国の大学で修士の学位を取得した者で、日本の大学院へ進学し、博士
の学位取得を目指す者

・ 理学・工学・農学の融合教育により、先進的な健康科学の探求を志す者

・ 医薬・食・環境などの分野でリーダーとして活躍することを目指す者

・ 国民の健康保持増進に寄与する使命を有する企業、公的研究所、官公庁、教育
機関等において研究・開発・企画等に従事することを目指す者



３．重要なお知らせ
（1）主指導予定教員との連絡について（必須）

出願（出願資格の認定申請を含む）にあたっては、志望する主指導予定教員へ事前に連絡し、

研究内容及び学力試験日程等の確認を必ず行ってください。

また、合格した場合は、主指導予定教員へ連絡し、研究計画等の打合せを必ず行ってください。

（2）出願大学、受験大学、本籍を置く大学について

東京農工大学に所属する専任教員を主指導教員とする場合は、東京農工大学へ出願し、東京農

工大学において入学者選抜試験を受験することとなります。

この場合、入学後に本籍を置く大学は「東京農工大学」となり、授業料等の納付、奨学金の申

請等に関して、東京農工大学の学生として取り扱います。

※本共同先進健康科学専攻において、東京農工大学と早稲田大学を併願することはできません。
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東京農工大学では、平成22年 4 月に早稲田大学との共同大学院として「共同先進健康科学専攻（博士課

程）」を、大学院生物システム応用科学府に設置しました。共同先進健康科学専攻に関する概要、専任教員

等の詳細については、「パンフレット（東京農工大学・早稲田大学大学院共同教育課程“共同先進健康科

学専攻”）」または「共同先進健康科学専攻ホームページ（URL：http://www.tuat.ac.jp/~tw-kyodo/index.html）」
を参照してください。

1　募集人員

2　出願資格

次の各号のいずれかに該当する者とします。

（1）修士の学位又は専門職学位を有する者及び平成27年9 月末日までに当該学位を取得見込みの者

（2）外国において、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び平成27年 9 月

末日までに当該学位を取得見込みの者

（3）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位又は専門

職学位に相当する学位を授与された者及び平成27年9 月末日までに当該学位を取得見込みの者

（4）我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において

位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該教育課程を修了し、

修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者

（5）国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和51

年法律第72号）第１条第２項に規定する1972年12月11日の国際連合総会決議に基づき設立され

た国際連合大学（以下、「国際連合大学」という。）の課程を修了し、修士の学位に相当する学

位を授与された者及び平成27年 9  月末日までに当該学位を取得見込みの者

（6）外国の学校、上記（4）の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し、大

学院設置基準（昭和49年文部省令第28号）第16条の 2 に規定する試験及び審査に相当するもの

に合格し、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者

（7）文部科学大臣の指定した者

①　大学を卒業し、大学、研究所等において、 2年以上研究に従事した者で、大学院において、

当該研究の成果等により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると

認めた者

②　外国において学校教育における16年の課程を修了した後、又は外国の学校が行う通信教育

における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における16年

の課程を修了した後、大学、研究所等において、 2年以上研究に従事した者で、大学院にお

いて、当該研究の成果等により、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を有する者と同

等以上の学力があると認めた者
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（8）個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力がある

と認めた者で、平成27年10月 1 日現在、24歳に達する者

注）「出願資格（7）・（8）」により出願する者は、出願資格認定審査（事前審査）を行います。（８頁「出願
資格（7）・（8）の認定について」を参照）

なお、医学・歯学・薬学・獣医学に係る６年制の学部等を卒業したこと（又は卒業見込み）のみをも
って、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めることができません。従いまして、当該学
部等を卒業したこと（又は卒業見込み）のみをもって出願する場合は、出願資格認定審査（事前審査）
の対象となりますので、留意してください。

3　出願期間
平成27年 7 月14日（火）〜  7 月16日（木）

窓口受付時間　午前 9 時30分 〜 11時30分、13時30分 〜 16時

受付は、持参又は郵送とし、郵送の場合は、書留速達とし平成26年 7 月16日（木）必着とします。

4　出願手続
（1）一般入試により出願する者は、５頁の「５一般入試（1）出願書類等」を参照し、所定の出願

書類等を揃えてください。

（2）持参する場合は、大学院生物システム応用科学府事務室へ提出してください。

郵送する場合は、封筒の表に「共同大学院出願書類在中」と朱書きし、書留速達で大学院生

物システム応用科学府事務室へ郵送してください。平成27年 7 月16日（木）までに到着したも

のを受理します。

【出願書類提出先及び問い合わせ先】
東京農工大学　大学院生物システム応用科学府事務室

〒184-8588 東京都小金井市中町２−２４−１６

東京農工大学小金井キャンパス内BASE本館（２階）

TEL ０４２−３８８−７２１７（直通）
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5　一般入試
一般入試は、学力検査と書類選考を総合して行います。

身体に障害がある者で、受験上及び修学上特別な配慮を希望する者は、大学院生物システム応用

科学府事務室へ事前に申し出てください。

（1）出願書類等

（2）学力検査

提出された修士論文の概要等と研究計画などを参考にして関連する専門分野についての試験及

び語学の試験を行います。なお、論文等を外国語で発表している場合には、書類審査の上、語学

の試験を行わないことがあります。
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A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

入 学 志 願 票
（所定用紙）

修了（見込）証明書

成 績 証 明 書

研 究 業 績 一 覧
（所定用紙）及び
研究業績等の別刷

修 士 論 文 の 概 要
（所定用紙）

志 望 理 由 書
（所定用紙）

入   学   検   定   料

写 真 票 ・ 受 験 票
（所定用紙）

「志望する主指導予定教員」の欄は必ず記入してください。

「写真票・受験票」には、脱帽上半身で志願者本人と判る写真（縦４cm×横３cm）
を貼付してください。

出身大学院が作成した博士前期課程又は修士課程修了（見込）証明書を提出し
てください。ただし、出願資格（7）・（8）に該当する者は提出不要です。

出身大学院で作成したものを提出してください。ただし、出願資格（7）・（8）に
該当する者は提出不要です。

研究業績等（学術論文、研究発表・報告、特許等）について記入し、提出して
ください。なお、その研究業績等の別刷又は写し等がある場合には、それらも
併せて提出してください。ただし、出願資格（7）・（8）に該当する者は提出不
要です。

博士前期課程又は修士課程修了者及び大学院に在学中の者は、修士論文の内容
を日本語で2000字（英語の場合は500words）以内に要約した概要を提出してく
ださい。なお、修士論文に関連した別刷又はその写しがある場合は添付してく
ださい。ただし、出願資格（7）・（8）に該当する者は提出不要です。

（後期３年のみの）博士課程における研究計画を2000字以内にまとめてください。
なお、作成に当たっては、必ず志望する主指導予定教員に連絡し、確認を得て
ください。

志望理由を横書きで2000字以内にまとめてください。ただし、出願資格（7）・（8）
に該当する者は提出不要です。

1）外国人は、住民票の写し（国籍等、在留資格、在留期間及び在留期間の満
了の日が記載されたものに限る。）又はパスポートの写しを提出してください。
2）国費留学生は、国費外国人留学生証明書を提出してください。

30, 000円〔入学検定料払込用紙に志願者の住所・氏名（フリガナ）を記入のうえ、
支払期限までに郵便局・ゆうちょ銀行窓口で支払い、「振替払込受付証明書」
を入学検定料納付確認票に貼り付けて本学へ提出してください。〕
※進学志願者（東京農工大学大学院博士前期課程又は修士課程から引き続き進
学しようとする者）及び国費外国人留学生は不要です。

必要事項を記入してください。なお、提出後、住所等の変更があった場合は、
速やかに連絡してください。

郵送により受験票の送付を希望する者は、長型３号の封筒に受験票の送付先を
明記し、360円分の切手を貼付してください。

出　願　書　類 注　　　意　　　事　　　項

住 民 票 の 写 し 等

研 究 計 画 書
（所定用紙）

受付用シール及び
連絡受信先シール

（所定用紙）

返   信   用   封   筒



（3）学力検査日及び場所
検査日　　平成27年 8 月21日（金）
場　所　　東京農工大学小金井キャンパス内

なお、試験会場等の詳細については、別途出願者に通知します。

6　合格者発表
合格者は、平成27年 9 月  7  日（月）午前10時、小金井キャンパスBASE本館１階掲示板ならびに府

中キャンパス農学府・農学部掲示板（正門掲示板）で発表します。

合格者には、合格通知とあわせて入学手続き書類を郵送します。

7　入学手続き
（1）日時及び場所

平成27年 9 月17日（木）　13時30分〜 16時

東京農工大学小金井キャンパス内 BASE本館 2階事務室（予定）

※詳細については別途、連絡します。

（2）入学に要する費用等

①  入学料　2 8 2 , 0 0 0円
※進学志願者（東京農工大学大学院博士前期課程又は修士課程から引き続き進学しようとす

る者）及び国費外国人留学生は不要です。

②  授業料　年額　5 3 5 , 8 0 0円（前期分  267, 900円、後期分  267, 900円）

ただし、在学中に授業料改定が行われた場合には、改定時から新授業料が適用されます。

（3）必要書類等

在職のまま入学を希望する者は、所属長等の「入学承諾書（所定用紙）」を提出してください。

また、他大学院に在学中の者は、「退学証明書」を提出してください。提出できない場合は、入

学許可を取り消す場合があります。

（4）その他

身体に障害がある者で、修学上特別な措置を希望する者は、事前に大学院生物システム応用科

学府事務室へ申し出てください。

8　注意事項
（1）出願にあたっては、志望する主指導予定教員へ必ず事前に連絡し、確認を得てください。

（2）学力検査には必ず、受験票を携帯してください。

（3）出願手続後における提出書類の内容変更は認めません。

（4）本要項及び大学からの指示する諸事項を守らない場合は、受験できない場合があります。

（5）入学試験に関する照会は、４頁に記載の「問い合わせ先」とします。

（6）これ以外の試験に関する注意事項は、出願時に配布します。

（7）納入した検定料は、いかなる理由があっても払い戻ししません。

（8）本試験に関する変更等が生じた場合は、直ちに志願者へ通知します。

（9）入学後、本人の申込みに伴い、入学料・授業料免除及び奨学金団体の制度によっては、出願時の

成績証明書及び入学試験の成績を使用することがあります。出願時に取得した個人情報に関しては、

東京農工大学のプライバシーポリシー（ホームページに掲載）に則り、適切に使用します。
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9　教育研究分野等一覧

癌、骨粗鬆症、歯周病、メタボリッ
ク症候群などの生活習慣病の発症機構
と病態の解析により、治療薬と予防法
を開発している。研究手法としては、
遺伝子解析から疾患モデル動物まで、
遺伝子・分子・細胞ならびに生体レベ
ルに至る多角的な研究を行う。

マスト細胞の生理機能解析、アト
ピー性皮膚炎の免疫病態学的解析、
腫瘍発生の分子機構解明と分子標的
治療法の確立、神経成長因子の免
疫・炎症反応における役割に関する
研究を行う。

マスト細胞の腫瘍性増殖における細
胞周期調節タンパクの発現動態の解
析。マスト細胞の腫瘍性増殖や免疫学
的活性化における転写因子NF-κB
の役割の解明。マスト細胞、また広く
免疫系細胞の増殖や活性化を制御する
分子標的治療法の確立を目指す研究を
行う。

バイオマテリアルを利用した新規バ
イオセンシング技術、医療診断技術、
バイオ燃料創生技術の開発について研
究を行う。

疾患モデル動物や遺伝子改変動物を
用いた生活習慣病や慢性疾患の病態を
解析し、その発症に関わる標的分子・
細胞・臓器などのメカニズム解析を行
う。創薬への評価精度向上について、
病態生理学的な手法を主とした導入研
究を行う。

ヒトの個体レベルを対象として、知
覚−運動制御の脳内メカニズムを運動
行動学的に研究する。またその応用と
して、衝突や転倒事故防止を目指した
知覚運動機能の向上法について研究を
行う。

マウスやイヌなどの動物モデルを用
いたアレルギー疾患の病態解析、アレ
ルギーエフェクター細胞の分化制御機
構の解明、マスト細胞の腫瘍化メカニ
ズムに関する研究を行う。

生命工学、基礎医学、薬学

獣医学、基礎医学、免疫学

獣医学、基礎医学、免疫学

生物工学、分析化学

生命工学、病態生理学、歯学

身体運動科学、体力科学

臨床獣医学、免疫学

教　授　　宮浦　千里

教　授　　松田　浩珍

教　授　　田中あかね

准教授　　田中　　剛

准教授　　稲田　全規

准教授　　田中　秀幸

講　師　　大森啓太郎

教　員　氏　名
専　門　分　野

教 育 研 究 分 野

内 　 　 　 　 容



出願資格（7）・（8）の認定について

出願資格の認定とは、本学府への出願資格の有無を判定するためのものであり、下記のとおり実施

します。

なお、申請にあたっては、志望する主指導予定教員へ事前に連絡し承諾を得てください。

１．申請書類受付日時

受 付 日　　平成27年 6 月 8 日（月）〜 6 月10日（水）

受付時間　　９時30分 〜 11時30分、13時30分 〜 16時まで

受付場所　　東京農工大学　小金井キャンパスBASE本館２階　大学院生物システム応用科

学府事務室

なお、やむを得ず郵送する場合は、必ず封筒の表に「共同大学院出願資格認定書類在中」と

朱書きし書留速達で、大学院生物システム応用科学府事務室へ送付してください。平成27年

6 月10日（水）までに到着したものを受理します。

２．提出書類等

（1）出願資格認定申請書（所定用紙）

（2）卒業（見込み）証明書（出身大学等最終学校長が作成したもの）

（3）成績証明書（出身大学等最終学校長が作成し、厳封したもの）

ただし、卒業後10年以上を経過した者については、提出不要です。

（4）志望理由書（所定用紙）

志望理由を横書きで2000字以内にまとめてください。

（5）研究業績一覧（所定用紙）及び研究業績等の別刷

研究業績等（学術論文、研究発表・報告、特許等）について記入し、提出してください。

なお、その研究業績等の別刷又は写し等がある場合には、それらも併せて提出してください。

（6）在職（在籍）証明書（様式随意）

主な職歴について、所属長等が作成し、職務内容及び在職期間が明記された在職（在籍）

証明書を提出してください。　※勤務経歴がない場合は提出不要です。

（7）医学・歯学・薬学・獣医学に係る６年制の学部等を卒業したこと（又は卒業見込み）のみを

もって出願する者については、卒業論文の概要（所定様式「修士論文の概要」を参照に、Ａ４

版の用紙を使用して、日本語で2000字（英語の場合は500words）以内に要約し作成したもの）

を提出してください。また、卒業論文に関連した別刷又はその写しがある場合は添付してくだ

さい。

注）卒業論文が課されていない場合は、別途、提出書類を指示する場合があります。必ず事

前に主指導予定教員へ申し出て指示に従ってください。

３．認定審査

本学府において、提出書類等により認定審査を行います。

４．認定結果

平成27年 7 月 3 日（金）午前10時に、小金井キャンパスBASE本館１階掲示板ならびに府中キャ

ンパス農学府・農学部掲示板（正門掲示板）で発表すると共に郵送します。

５．出願手続

出願資格の認定を受けた者は、一般入試志願者と同様に出願手続を行ってください。

—  8 —



—  9 —

10　所　在　地

東京農工大学小金井キャンパス案内図

◎交通機関
ＪＲ中央線　東小金井駅　（新宿から約25分）南口から徒歩約８分

武蔵小金井駅（立川から約13分）南口から徒歩約13分

〒184−8588 東京都小金井市中町２−24−16 蕁（０４２）３８８−７２１７（直通）

東京農工大学大学院生物システム    応用科学府



受験志願者　　各 位

東京農工大学大学院

生物システム応用科学府

提供いただいた情報の利用について

受験出願に際し提供いただいた個人情報は、本学のプライバシーポリシー

（平成17年８月公表　URL. http://www.tuat.ac.jp/）に規定する利用目的に沿って

利用するものであり、その利用目的以外に利用することはありません。

—  10 —



平成 27 年 10 月入学　  東京農工大学大学院
生物システム応用科学府　共同先進健康科学専攻（博士課程）

入　　　学　　　志　　　願　　　票

選　抜　区　分 一　  般　  入　  試

志 望 す る
主指導予定教員

男  ・  女性  別
（昭和・平成）　　  年　　  月　　  日　　  生（　　歳）

受　験　番　号

出　身　大　学

勤　　務　　先
及　　　　　び
職　　　　　業

現　　住　　所

合  格  通  知  等
受　取　場　所

〒
TEL

〒
TEL

会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　役職名
〒
TEL

学　　　　歴

高等学校卒業から記入
して下さい。なお、大学
等で研究生として在学歴
がある場合は、その期間
も記入してください。

職　　　　歴

備　　　　考

資格、賞罰等がある場
合は記入してください。

履　　　　　　　歴　　　　　　　書

ふ り が な

氏 名
生　年　月　日

年　月 事　　　　　　　　項

※

大学大学院
研究科
教育部（修士・博士前期）
学　府

学部　　　　　　　　　学科
年　　　月卒業

専攻　　　年　　月  修了・修了見込

大学



平成 2 7年 1 0 月入学
東京農工大学大学院

生物システム応用科学府
共同先進健康科学専攻（博士課程）

写　　真　　票

写 真 欄

写真は脱帽上半身

4cm×3cm

生 年 月 日

注）１ ※印欄は記入しないでください。

（昭和・平成） 年　　 月　　 日生

受
験
番
号

ふりがな

氏
　
名

※

平成 2 7年 1 0 月入学
東京農工大学大学院

生 物 シ ス テ ム 応 用 科 学 府
共同先進健康科学専攻（博士課程）

受　　験　　票

写 真 欄

写真は脱帽上半身

4cm×3cm

生 年 月 日

注）１ ※印欄は記入しないでください。
２ 学力検査の際は必ず本票を机上におくこと。
３ 受験票は大切に保管しておくこと。

（昭和・平成） 年　　 月　　 日生

受
験
番
号

ふりがな

氏
　
名

※



修　 士 論　 文 の　 概　 要

受 験
番 号

修　 士　 論　 文　 題　 目

修　 士　 論　 文　 の　 概　 要

志 望
専 攻

共同先進健康科学専攻 氏 名

※

注）修士論文の内容を具体的、かつ簡明に記入すること。なお、必要に応じて図、表、式等を用いても良い。また、パソコン等による原稿をのり付けしても良い。
※印は、記入しないこと。



研 　 究 　 業 　 績 　 一 　 覧

受 験
番 号

学術論文、研究発表・報告、特許等の名称
発 行 又 は
発表の年月日

発 行 所 、 発 表 雑 誌 等 又 は
発　表　学　会　等　の　名　称

備考（共著者名又は
共 同 発 表 者 名）

志 望
専 攻

共同先進健康科学専攻 氏 名

※

注）年代順に記載し、学術論文等は、別刷又は写を添付すること。また、パソコン等による原稿をのり付けしても良い。
※印は、記入しないこと。



研 究 計 画 書

受 験
番 号

研　 究 （希　 望） 題　 目

研　究 （希　望） 計　画　の　概　要

志 望
専 攻

共同先進健康科学専攻 氏 名

※

注）パソコン等による原稿をのり付けしても良い。
※印は、記入しないこと。



東京農工大学大学院　生物システム応用科学府　共同先進健康科学専攻（博士課程）の入学志望者、

私　　　　　　　　　　　　　　　は下記により志望します。

志　 望　 理　 由　 書

◎ 志望理由、過去の研究歴や職務内容と博士課程において希望する研究内容との関係等について 2000字以内で記入してください。

注）パソコン等による原稿をのり付けしても良い。
※印は、記入しないこと。

※

受　　験　　番　　号

所属・職名等

氏　　　　名 印

平成　　年　　月　　日

○



入学試験出願資格認定申請書

ふ　  り 　 が　  な

氏   　　　  　名

生年月日（年令）

志 望 す る
主指導予定教員

（昭和・平成）　　　年　　　月　　　日（　　歳）

現　　　　職

現　  住　  所

年　月　日 事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項

年　月　日 事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項

年　月　日 事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項

学　　　　　　　　　　　　　　　歴

職　　　　　歴（研究・開発等の業務内容を詳しく記入して下さい。）

学会及び社会における活動状況

〒

TEL −　　　−

平成 2 6 年４月入学　東京農工大学大学院
生物システム応用科学府　共同先進健康科学専攻（博士課程）

印○

注）パソコン等による原稿をのり付けしても良い。

平成 27 年10月入学　  東京農工大学大学院
生物システム応用科学府　共同先進健康科学専攻（博士課程）

入学試験出願資格認定申請書



入　　学　　承　　諾　　書

氏　　名

このたび、上記の者が在職のまま貴大学大学院　生物システム応用科

学府　共同先進健康科学専攻（博士課程）に入学することを承諾します。

平成　　年　　月　　日

東京農工大学大学院

生物システム応用科学府長　　殿

住　　所

所属機関

所 属 長　　　　　　 ○印



入学検定料納付確認票

受 験 番 号　　※

東 京 農 工 大 学 大 学 院

生物システム応用科学府　共同先進健康科学専攻（博士課程）

「振替払込受付証明書」を

貼り付けてください。

（注意）
1.  郵便局・ゆうちょ銀行の受付

日附印がないものは無効です。

2.  振替払込受付証明書の所定欄
に志願者住所・氏名を必ず記
入してください。

3.  振替払込請求書兼受領証は大
切に保管し、ここに添付して
はいけません。

4.  納入された入学検定料は原則
返還しません。

※印欄は記入しないでください。



払　込　取　扱　票 振替払込請求書兼受領証
口　　座　　記　　号　　番　　号 千 百 十 万 千 百 十 円

千 百 十 万 千 百 十 円

百 十 万 千 百 十 番

千 百 十 万 千 百 十 円

金
額

料
金

加
入
者
名

通

信

欄

ご
依
頼
人

口
座
記
号
番
号

ご
依
頼
人

料
　
金

金
　
額

加
入
者
名

備
　
考

備
　
考

国立大学法人   東京農工大学

国立大学法人   東京農工大学
国立大学法人   東京農工大学

各
票
の
※
印
欄
は
、
ご
依
頼
人
に
お
い
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

切
り
取
ら
な
い
で
お
出
し
く
だ
さ
い

切
り
取
ら
な
い
で
お
出
し
く
だ
さ
い

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
場
合
は
、
そ
の
箇
所
に
訂
正
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い

※

平成27年度　入　学　検　定　料

必ず窓口で払い込み、ATM（現金自動預払機）は利用しないでください。

志願者住所（郵便番号　　　　　　　）
※

志願者氏名（フリガナ）

志願者氏名（フリガナ）
※

※（志願者住所・氏名）

（電話番号　　　　−　　　　−　　　　）
様

様

日 　 附 　 印 日 　 附 　 印（消費税込み）

円

日
　
附
　
印裏面の注意事項をお読みください。（ゆうちょ銀行）（承認番号東第44194号）

これより下部には何も記入しないでください。

切 り 取 っ て ご 使 用 く だ さ い

振替払込受付証明書（お客さま用）

〔大学提出用〕
（払込人蚋郵便局・ゆうちょ銀行蚋ご依頼人）

口座記号
番　　号

加入者名

金　　額

ご依頼人

住所氏名

平成27年度
入 学 検 定 料

東 京 農 工 大 学 大 学 院
生物システム応用科学府
共同先進健康科学専攻

日附印のない
も の は 無 効
（承認番号東証人第1247号）

入学検定料払込用紙
・本払込用紙に、志願者（ご依頼人）の住所・氏名（フリガナ）を記入のうえ、支払期限までに郵便局・ゆうちょ銀行窓口でお支払いください。

・右端の「振替払込受付証明書」を、入学検定料納付確認票に貼り付けて提出してください。（受付局日附印のないものは無効）

・「振替払込請求書兼受領証」は受領証書となります。改めて本学から受領証書は発行いたしませんので、大切に保管してください。

¥ 3 0 0 0 0

¥ 3 0 0 0 0 ¥ 3 0 0 0 0
東京農工大学大学院　生物システム応用科学府
共同先進健康科学専攻（博士課程）
支払期限　平成27年 7 月16日（木）

［本人保管用］ ［大学提出用］

この受領証は、大切に保管してください。

本人保管用

蚯
大学提出用

蚯

− −



（ご注意）
・この用紙は、機械で処理しますので、
金額を記入する際は、枠内にはっきり
と記入してください。また、本票を汚
したり、折り曲げたりしないでください。
・この用紙は、ゆうちょ銀行又は郵便
局の払込機能付きATMでもご利用いた
だけます。
・この払込書を、ゆうちょ銀行又は郵
便局の渉外員にお預けになるときは、
引換えに預り証を必ずお受け取りくだ
さい。
・この用紙による、払込料金は、ご依
頼人様が負担することとなります。
・ご依頼人様からご提出いただきまし
た払込書に記載されたおところ、おな
まえ等は、加入者様に通知されます。
・この受領証は、払込みの証拠となる
ものですから大切に保管してください。

①　入学検定料は、必ずこの払込用
紙を使用して郵便局・ゆうちょ銀
行で払い込んでください。

②　払込の際に日附印を押印した
「振替払込受付証明書」を受け取
り、入学検定料納付確認票の指定
欄に貼り付けて提出してください。

（注意）
志願者住所、氏名欄に記入漏れが

ないか、郵便局・ゆうちょ銀行の日
附印が漏れていないか、確認の上提
出してください。
（記入漏れ、日附印のないものは無
効となります）

この場所には、何も記載しないでください。



氏 　 　 　 　 名

フ　　リ　　ガ　　ナ

志 望 専 攻

共同先進健康科学専攻

指 導 教 員

志　　望　　専　　攻　　等性
別

男
・
女

年　　 月　　 日生

〒　　　−

（※　　　　　　　　　　　　　）

殿

〒　　　−

（※　　　　　　　　　　　　　）

殿

〒　　　−

（※　　　　　　　　　　　　　）

殿

〒　　　−

（※　　　　　　　　　　　　　）

殿

このシールは、「入学手続書類」、その他連絡事項を送付する
場合の宛名として使用します。

① ※印欄は記入しないでください。
② このシールは、台紙にのり付けされたままの状態で提出してください。

受 付 用 シ ー ル

連 絡 受 信 先 シ ー ル

郵便番号

住　　所

氏　　名

平成27年10月入学
東京農工大学大学院　生物システム応用科学府
共同先進健康科学専攻（博士課程）

出　　身　　大　　学
及　　　　び

出 　 身 　 大 　 学 　 院

大学
学部　　　　　　　　学科

年　　月　卒業・卒業見込・在学中

大学大学院
研究科・教育部・学府

専攻
年　　月　修了・修了見込・在学中

備 　 考
検定料
の有無

有
・
無

※

学  籍  番  号
本学修了（卒
業）見込み者


